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医師偏在　是正できるか　㊦

患者側もコスト払う覚悟を
都
市
・
地
方
間
、都
市
間
で
も
地
理
的
分
布
課
題

年
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
並
み
の
医
師
数
確
保

医
師
の
地
域
的
偏
在
の
完
全
な
解
決
は
難
し
い

野口晴子　早稲田大学教授

　
日
本
の
人
口
当
た
り
医
師
数

は
他
の
先
進
国
と
比
べ
て
決
し

て
多
く
は
な
い
。
最
新
の
経
済

協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

の
デ
ー
タ
で
は
、
日
本
は

カ

国
中

位
と
最
下
位
に
近
い
。

　
し
か
し
日
本
で
も
医
療
施
設

に
従
事
す
る
医
師
数
が
、
１
９

９
６
年
か
ら
２
０
１
６
年
の
間

に
、
約

万
人
（
人
口

万
人

当
た
り
１
８
３
人
）
か
ら
、
約

・
５
万
人
（
同
２
３
４
人
）

へ
と
増
加
傾
向
に
あ
る
の
も
事

実
だ
。
で
は
、
増
員
さ
れ
た
医

師
は
地
理
的
に
ど
の
よ
う
に
分

布
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
図
は
厚
生
労
働
省
「
医
師
・

歯
科
医
師
・
薬
剤
師
調
査
」
に

基
づ
き
、
人
口

万
人
当
た
り

医
師
数
（
医
療
施
設
の
従
事
者

の
み
を
対
象
）
の
分
布
の
推
移

を
、
都
市
と
地
方
の
別
に
示
し

た
も
の
だ
。
都
市
の
数
値
は
人

口

万
人
以
上
の
指
定
都
市
と

人
口

万
人
以
上
の
中
核
市
か

ら
、
地
方
の
数
値
は
指
定
都
市

・
中
核
市
以
外
の
地
域
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
算
出
し
た
。

　
医
療
施
設
に
従
事
す
る
医
師

総
数
の
増
加
を
反
映
し
て
、
地

域
に
よ
ら
ず
、
人
口

万
人
当

た
り
医
師
数
の
分
布
が
全
体
と

し
て
上
方
向
へ
シ
フ
ト
し
て
い

る
。
一
方
で
、
都
市
の
人
口

万
人
当
た
り
医
師
数
の
方
が
一

貫
し
て
地
方
よ
り
も
上
位
に
分

布
し
て
お
り
、
医
師
の
地
理
的

偏
在
の
一
端
を
見
て
と
れ
る
。

　
例
え
ば
図
の
中
で
▲
で
示
し

た
東
京
都
の
場
合
、
同
じ
都
内

で
も
、
都
市
に
区
分
さ
れ
る
東

京

区
（

年
に
関
し
て
は
八

王
子
市
を
含
む
）
と
そ
れ
以
外

の
地
域
で
は
、
人
口

万
人
当

た
り
医
師
数
に
１
３
０
〜
１
６

０
人
程
度
の
開
き
が
あ
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
こ
の

年

間
、
地
方
で
の
医
師
数
の
散
ら

ば
り
に
は
ほ
ぼ
変
化
が
な
か
っ

た
の
に
対
し
、
都
市
間
の
格
差

は
大
幅
に
拡
大
し
た
こ
と
だ
。

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

に
達
す
る

年
以
降
、
人
口
が

集
中
す
る
都
市
で
は
高
齢
化
が

急
速
に
進
展
す
る
。
そ
れ
は
通

常
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
も
と
よ

り
、
み
と
り
や
死
亡
診
断
な
ど

終
末
期
に
必
要
な
医
療
需
要
を

必
然
的
に
急
増
さ
せ
、

年
に

は
医
師
需
要
が
最
大
化
す
る
と

見
込
ま
れ
る
。
都
市
間
の
格
差

が
、
単
に
各
都
市
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
医
師
の
「
配
置
」
な

の
か
、
あ
る
い
は
地
域
の
医
療

需
要
と
は
直
接
関
係
の
な
い
医

師
の
「
偏
在
」
な
の
か
は
、
人

口

万
人
当
た
り
医
師
数
の
指

標
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
結

果
は
医
師
の
地
理
的
分
布
が
、

都
市
と
地
方
の
間
に
と
ど
ま
ら

ず
、
都
市
間
で
も
課
題
と
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
今
世
紀
に
入
り
、
医
師
の
地

理
的
偏
在
に
影
響
を
与
え
る
政

策
が
次
々
と
実
施
さ
れ
た
。

　
と
り
わ
け
医
師
の
地
理
的
偏

在
を
助
長
し
、
地
方
で
の
医
師

不
足
を
深
刻
化
さ
せ
た
と
い
わ

れ
る
の
が
、

年
に
２
年
以
上

の
臨
床
研
修
を
必
修
化
す
る
新

医
師
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
に

伴
い
始
ま
っ
た
臨
床
研
修
医
の

マ
ッ
チ
ン
グ
だ
。
こ
の
制
度
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
医
局
中
心

の
医
師
派
遣
か
ら
、
医
師
自
身

が
キ
ャ
リ
ア
の
出
発
点
を
選
択

す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。

　
再
び
図
を
見
て
み
よ
う
。
マ

ッ
チ
ン
グ
制
度
導
入
直
後
の

〜

年
に
は
、
人
口

万
人
当

た
り
医
師
数
の
中
央
値
が
、
都

市
で
い
っ
た
ん
２
７
９
人
か
ら

２
３
９
人
へ
大
幅
に
低
下
す
る

が
、
そ
の
後
反
転
し
、

〜

年
に
は
中
央
値
も
含
め
分
布
全

体
が
上
方
向
へ
大
き
く
シ
フ
ト

し
て
い
る
。
こ
の
間
、
地
方
で

は
医
師
数
の
散
ら
ば
り
に
若
干

の
拡
大
傾
向
が
見
ら
れ
る
ほ
か

は
目
立
っ
た
変
化
は
な
い
。

　
図
で
は
、

〜

年
ま
で
縮

小
傾
向
に
あ
っ
た
都
市
と
地
方

の
医
師
数
の
分
布
の
差
が
、

年
以
降
は
都
市
の
分
布
が
上
方

へ
大
き
く
移
動
し
た
分
、
再
び

広
が
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　
マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
に
つ
い
て

は

年
以
降
、
臨
床
研
修
医
の

都
市
部
へ
の
集
中
を
抑
制
し
地

域
医
療
を
確
保
す
る
目
的
で
、

研
修
医
定
員
に
都
道
府
県
別
の

上
限
が
設
定
さ
れ
た
。
現
在
で

は
大
都
市
圏
の
募
集
定
員
に
焦

点
を
絞
り
、
さ
ら
な
る
圧
縮
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
過
度
な
規
制
に
よ
る
誘

導
は
医
療
施
設
間
の
競
争
を
阻

害
し
、
量
と
質
の
両
面
で
医
師

の
労
働
市
場
に
非
効
率
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
。
小
島
武
仁
・
米

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
准
教
授
ら

に
よ
る
都
道
府
県
定
員
制
の
下

で
の
新
た
な
制
度
設
計
を
提
案

す
る
一
連
の
研
究
を
参
考
に
、

シ
ス
テ
ム
自
体
の
見
直
し
も
視

野
に
入
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
他
方
、
地
域
の
医
師
不
足
に

対
処
す
る
目
的
で
、

年
に
新

医
師
確
保
総
合
対
策
、

年
に

緊
急
医
師
確
保
対
策
が
ま
と
め

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
よ

り
、
地
域
医
療
に
従
事
す
る
明

確
な
意
思
を
持
つ
学
生
に
奨
学

金
を
給
付
す
る
臨
時
的
な
「
地

域
枠
」が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
。

年
ま
で
７
６
２
５
人
だ
っ
た

医
学
部
の
総
入
学
定
員
数
は

年
に
は
９
４
２
０
人
（
う
ち
約

％
が
地
域
枠
）
と
、
過
去
最

大
規
模
の
増
員
が
図
ら
れ
た
。

　
厚
労
省
は
、
増
員
さ
れ
た
定

員
数
が
こ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た

場
合
、
人
口

万
人
当
た
り
医

師
数
が

年
ご
ろ
ま
で
に
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
加
重
平
均
（
２
９
０

人
）
レ
ベ
ル
に
達
す
る
と
の
予

測
を
立
て
て
い
る
。
ま
た
地
域

枠
で
の
入
学
者
数
に
基
づ
き
、

卒
業
後
９
年
目
ま
で
地
域
医
療

に
従
事
す
る
義
務
が
あ
る
と
い

う
一
律
の
仮
定
を
置
く
と
、
地

域
医
療
に
従
事
す
る
医
師
数
が

年
ま
で
に
約
１
万
人
に
達
す

る
と
試
算
し
て
い
る
。

　
し
か
し
地
域
偏
在
を
解
消
す

る
の
に
、
医
師
の
行
動
変
容
を

促
し
、
そ
れ
に
依
存
す
る
よ
う

な
政
策
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

の
も
確
か
だ
。
医
師
の
養
成
に

多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
、
職
業
や
居
住
の

選
択
が
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い

る
日
本
で
は
、
個
人
の
自
由
意

思
に
よ
る
地
理
的
移
動
を
妨
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

年
に
厚
労
省
の
研
究
班
が

約

万
人
（
有
効
回
答
数
は
１

万
５
６
７
７
件
）
の
医
師
を
対

象
に
実
施
し
た
「
医
師
の
勤
務

実
態
及
び
働
き
方
の
意
向
等
に

関
す
る
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
地

方
勤
務
を
希
望
し
な
い
と
の
回

答
割
合
は
５
割
を
超
え
た
。

　
地
方
勤
務
を
希
望
し
な
い
理

由
と
し
て
は
、ど
の
世
代
も「
労

働
環
境
へ
の
不
安
」
「
希
望
す

る
内
容
の
仕
事
が
で
き
な
い
」

を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た

代
で

は
「
医
局
の
人
事
の
た
め
選
択

の
余
地
が
な
い
」
「
専
門
医
の

取
得
に
不
安
が
あ
る
」
、

〜

代
で
は
「
子
供
の
教
育
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
」
「
家
族
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
、

代

以
上
で
は
「
都
市
部
で
開
業
し

て
い
る
」
と
、
医
師
個
人
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
る
障
壁
の

違
い
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
労
働
環
境
や
仕
事
内
容
に
対

す
る
不
安
に
つ
い
て
は
、
む
し

ろ
地
方
で
の
医
師
不
足
が
重
要

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
こ
う
し
た
回
答
か
ら
は
、
地

方
で
の
医
師
不
足
が
原
因
と
な

り
、
長
時
間
で
不
規
則
な
勤
務

体
系
の
下
で
働
か
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
実
情
が
透
け
て
見
え

る
。
こ
れ
は
医
師
の
地
理
的
偏

在
が
悪
循
環
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
さ

ら
に
子
ど
も
の
教
育
環
境
な
ど

医
師
自
身
の
家
族
に
由
来
す
る

要
因
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
社

会
経
済
状
況
か
ら
考
え
て
克
服

が
非
常
に
困
難
な
事
由
だ
。

　
患
者
に
と
っ
て
は
、
身
近
に

医
師
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か

な
安
心
に
つ
な
が
る
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
日
本
社
会
が
深

刻
な
人
口
減
少
に
直
面
し
て
い

る
今
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人
的

資
源
に
よ
り
、
居
住
地
域
に
よ

ら
ず
国
民
全
員
に
医
療
へ
の

「
物
理
的
な
ア
ク
セ
ス
」
を
等

し
く
保
障
す
る
こ
と
は
一
段
と

難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
今
後
は
都
市
と
地
方
で
の
医

療
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
と
機
能
分
化
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報

技
術
）を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
、

医
療
を
補
う
た
め
の
希
少
な
地

域
人
材
の
育
成
な
ど
の
環
境
整

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
一

方
、
患
者
の
側
も
医
師
の
地
理

的
偏
在
に
対
し
て
は
、
地
方
の

医
療
現
場
の
置
か
れ
て
い
る
現

状
を
認
識
し
、
自
身
の
健
康
管

理
や
居
住
地
の
移
動
な
ど
も
含

め
、
相
応
の
コ
ス
ト
を
払
う
覚

悟
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。


